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　９月22日韓国3750地区との交流30周年の姉妹調印式及び式典、翌23日の韓日親善会議に、予想を上回る多くの
皆様のご参加を賜り盛大に開催されました事に、心より感謝申し上げます。
　世界には仕事に就いているにも関わらず、一日150円未満で生活しなければならない人々が14億人いるといわれ
ています。我々ロータリアンは、こうした人々に生産力や技術力を身につけてもらい、仕事の機会を得て、経済や地
域社会の発展を促してもらうプロジェクトを実施しています。
　これはロータリー財団の６つの重点分野にもあります「経済と地域社会の発展」です。具体的には貧しい地域にお
いて、特に女性も含め起業の支援や地域リーダーの育成に力を注いでいます。これは人への支援や育成であり、それ
が種蒔きとなり人々の能力や技術の向上が図られ、生産性の高い仕事を創り上げることにより、地域社会の貧困から
の脱出、そして地域全体の経済発展に繋げられるようにするもので、それは持続可能で測定可能なプロジェクトとし
ての援助となります。その手法は、収入をもたらす活動を始めたり、市場への参入や商品のマーケティングを助けた
り、人材の育成のための奨学金を提供したり、地域社会のリーダーの育成支援や職業研修などがあります。
　さて「ロータリアン行動グループ」をご存じでしょうか。特定分野に詳しいロータリアンとその家族やローターア
クターが自主的に集まったグループで、献血や経済、地域社会の発展に専門知識を生かし、人道的プロジェクトを実
施するクラブと地区を支援するものです。そのグループの一つに「マイクロクレジットと地域発展のためのロータリ
アン行動グループ」があります。地域発展のためにマイクロクレジットを利用し、クラブや地区がプロジェクトを実
施できるように支援するグループです。また「ロータリー地域社会共同体（ＲＣＣ）」といって、ロータリアン以外
の人々が集まり地域社会のためにボランティア活動をするグループで、ロータリークラブがスポンサーとなって結成
されるものです。活動は、６つの重点分野から地域特有の課題に至るまで様々です。これらにはロータリー財団の補
助金の活用が考えられ、またグローバル補助金を利用することで、より大きな国際的プロジェクトに参入することも
できるようです。他にも「奨学金の提供」「地域社会の人々の能力向上」「職業研修」などの活動があり、地域社会
の開発を学ぶための学費の提供、地域社会でのリーダーシップ研修、そして起業や金融に関しての知識、収入を得る
ための職業スキルなどの支援があります。是非とも皆様からも、支援の手を差し延べて頂くことを願っております。
　同時に今月は米山月間でもあります。今年も皆様のお力添えにより、当地区には継続学生９名、新規学生25名、
総勢34名の留学生を支援することが出来ました。ご承知の通り、1952年東京ロータリークラブのメンバーであった
米山梅吉氏の没後、彼の偉業を記念して奨学制度「米山基金」を設立し、1954年タイのソムチャード君を、奨学金
を活用し東京大学で養蚕学を学ばせたことが始まりです。そして1967年「財団法人ロータリー米山記念奨学会」が
発足して今年で50年を迎えます（その式典が来年の２月お台場のホテルで開催予定）。今や民間の奨学金の中では、
国内最大規模にまで成長したこの米山記念奨学会は、今までに世界123の国と地域の総勢19,190名を越える学生を
支援してきました。まさに日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支援する国際奨学事業に成長したわけです。
　この制度の最大の特徴が世話クラブとカウンセラー制度です。毎週のようにクラブに参加し会員やカウンセラーと
親交を深めることにより、学生の心身の健康管理や学業や就職に関しての相談、日本の文化や慣習に触れることによ
り、よりいっそう日本を理解して貰える機会となります。これこそが世話クラブとカウンセラー制度の真骨頂です。
そして彼らが母国に戻り、日本は「平和国家」だということを伝えてもらう、まさに「日本との架け橋」となるわけ
です。
　今後とも、皆様のご理解を賜り、多くの支援のもと、より多くの米山奨学生を受け入れることで、多くの会員の皆
様にその素晴らしさを実感して頂き、より多くの「架け橋」をかけようではありませんか。
　さあ、みんなで変化をもたらしましょう。

２０１７～１８年度　ガバナー
国際ロータリー第2770地区
　ガバナー　大貫　等（上尾西RC）

経済と地域社会の発展及び米山月間
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職業奉仕部門分科会

　３部門の全体会議は、二人の講師を招いての講演で非常に興味深い内容となり引き続き会場を移動して
の第２部分科会となりました。佐藤副委員長（浦和南ＲＣ）の司会進行により、まずは担当諮問の田中德
兵衛パストガバナーのスピーチは実りあるプロジェクトを行い職業奉仕の活動で大いにクラブに寄与して
いただきたいとの熱い思いのお話でした。続いて、私自身から職業奉仕委員会各委員の紹介をおこない
ました。その後、今年度の職業奉仕部門の活動に関しての方針や今後の具体的な活動の説明をおこない
ました。特に前期の大きな事業としまして、職業奉仕月間ではありませんが10月27日に『職業奉仕セミ
ナー』を開催する旨をご紹介しました。
　分科会の後半は、昨年より八潮ＲＣから出向していただいておりますパスト会長杉村委員長のプレゼン
テーションによる「地区の考える職業奉仕」としての講演であります。昨年来から各クラブへの卓話等で
培ってまいりました。ここ１、２年の職業奉仕委員会での考え方や具体例などを織り交ぜて、現在進めて
いる職業奉仕のありかたをご紹介することができました。
　当日は雨天にもかかわらず多くの地区役員、会長、幹事、職業奉仕関係の方々にご参集いただき、大変
成果のあった分科会ができましたことにお礼申し上げます。ありがとうございました。

職業奉仕部門委員長

　山内　一浩（浦和RC）
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2017-2018 年度
青少年交換来日学生特別合宿

　今年度の青少年交換来日学生が無事に全員来日いたしました。そしてすぐに行われるのが来日学生特別
合宿です。大宮の旅館新道山家さんにて８月23・24日の一泊二日での研修を行いました。今年度は公共
イメージの小木曽部門委員長、小岩井委員長にもご参加をいただき和やかに開催することができました。
　この日が来日学生にとって初めて揃う日ということもあり、顔には不安や緊張もありましたが、進藤部
門委員長の英語のスピーチから徐々に打ち解け、笑顔が見られるようになりました。委員会の紹介の後、
来日学生に自己紹介をしてもらいました。驚いたことにほとんどの学生が自己紹介は日本語で行えたこと
です。今年の学生の意識の高さに非常に期待が持てました。
　この合宿ではまず日本での基本的な決まり事やルールを教えます。来たばかりのこの時期に丁寧にしっ
かり伝えます。また、個々の性格や食べ物の適性も確認をします。純和風旅館の食事ですのでほとんどの
学生が初の体験となります。箸を付ける学生、付けない学生、おいしそうに食べた学生など様々な顔が見
られて大変楽しいものでした。食事の後は、小豆を箸で移動させるゲームや投扇興で日本文化に触れても
らいました。
　翌日は朝食の後、大宮氷川神社の散策に行きまし
た。中には非常に強い興味がある学生もいました。
とても暑い日だったので、例年は歩いて行くのです
がマイクロバスにて送迎をさせていただきました。
　最後はお点前を体験してもらいました。これもほ
とんどの学生は未体験です。みんな真剣に取り組ん
でいる姿は初々しくて、見ている方も楽しい経験で
した。
　今年の学生はまじめで、安心して１年間過ごせる
学生が多いように感じました。来日して間もないで
すが、引き続き全ロータリアンのご理解とご支援を
よろしくお願いしたいと思います。

青少年交換委員長

　星野　晃一郎（大宮RC）
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第 30回インターアクト年次大会報告

　この度の年次大会に際しまして、私の不手際により大塚担当諮問委員、越谷北ロータリークラブ様に不
快な思いをさせてしまい、冒頭をお借りしてお詫び申し上げます。誠に申し訳ございませんでした。
　今年度のインターアクト年次大会は、８月26日土曜日に獨協大学で開催されました。大会は開会行事、
講演、分科会、全体会、閉会行事の順で進行されました　開会行事では、大貫ガバナーご祝辞の他、越谷
市長、顧問教師会長、独協埼玉高等学校長からもご挨拶をいただきとても引き締まったという印象です。
　講演は、モデル・女優の西内ひろ氏による海外での経験談「想いたったら即行動！海外へのチャレンジ
が生んだ自信と経験！」でした。楽しい話ばかりではなく苦労話等も織り込んでくださり、興味深いお話、
映像に堪能されました。インターアクターも皆とても熱心に聴いていて、その後の質問も数多く素晴らし
い講演でした。
　午後からは分科会で、10グループに分かれて「海外へのチヤレン
ジ」「ボランティア」についての意見交換が行われました。各グルー
プともかなり積極的に意見が出されていたことが強く印象に残っていま
す。全体会では、各グループが、分科会での意見をあるグループは代表
者が、あるグループは数人で発表を行いました。海外へのチャレンジに
ついては言葉の不安もあるという意見が複数あり、海外での奉仕活動に
も強く関心を抱いていることが伝わってまいりました。
　今年の年次大会で特筆すべきは、ローターアクター地区代表、地区
会計の方が出席されたことです。私が知る限りでは初めてのことです
（もちろん以前はあったと思いますが…）。日ごろから青少年の横のつ
ながりを深めようという考えが地区全体に浸透している中、今回の年次
大会はその意味でも素晴らしい大会であったと思います。
　越谷北ロータリークラブ、独協埼玉高等学校インターアクターの皆
様、お疲れ様でした、そしてありがとうございました！

青少年・インターアクト委員会

　針谷　裕一（幸手RC）
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ＲＬＩパートⅠ報告

　今年度第１回目となる、ロータリー・リーダーシップ研究会（ＲＬＩ）パートⅠを８月30日（水）
「さいたま市民会館おおみや」にて開催いたしました。今回は月末のウィークデイにも拘らず95名の方
にお申し込みを頂きました。参加者の構成としては、約半数の方が入会３年までであり、全体の７割近く
が入会５年までの方という大変フレッシュな雰囲気となりました。当地区ＲＬＩも大貫年度で10年目を
迎えるということもあり、各クラブからもクラブ役員は既に受講済みなので、若手を積極的に送り出そう
という傾向になってきたかもしれません。
　他地区からは、第2550地区より太城ガバナー、中谷パス
トガバナーのお二人、第2620地区からは星野ガバナーエレ
クト、第2570地区から大畑様が参加され、太城ガバナー、
中谷パストガバナーにおかれましては今回をもちまして無
事ご卒業となりました。2550・2620の両地区ともこれから
ＲＬＩをスタートされる準備中とのことですが、他地区の
方が立ち上げに大変ご苦労されている姿を拝見すると、運
営に携わる者として改めて当地区ＲＬＩの歴史を感じる次
第です。
　今年度第１回目のＲＬＩでありましたが、参加したロー
タリアンの熱意と管理運営部門委員会メンバーのチーム
ワークとディスカッションリーダー皆様のご尽力のお陰を
もちましてパートⅠが無事修了いたしましたことに厚く御
礼申し上げまして報告と致します。

パートⅠ修了者83名。（他地区３名含む）
今回で年度を跨いで全て修了された方14名。（卒業の認定
バッジ授与）

ＲＬＩ運営委員長

　新井　清太（大宮西RC）
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2017-2018 年度
第１回ミニ友愛の広場報告書

　秋晴れの爽やかな気候の中、2017-2018年度第１回ミニ友愛の広場が９月９日、土曜日に開催されま
した。今年度ブライダル委員会は大貫ガバナーの地区運営方針「新たな行動　新たな感動」のテーマのも
と様々な点を改革してきており、今回の開催会場も浦和ワシントンホテル１階「ＴＩＮＡ　ＬＯＵＮＧＥ
(ティナラウンジ)」にてカジュアルで明るい雰囲気の中おこなわれました。
　参加者は男性13名、女性14名の総勢27名。加えてブライダル委員会関係者７名にコーディネーター７
名にもご参加いただき大変賑やかな中、佐々木直之社会奉仕部門委員長の開会挨拶から会が始まりました。
　最初は各自自己紹介から始まり、幾分緊張がほぐれてきたところで女性２名男性２名の組になり４人が
けの各テーブルを男性がまわるペアでのお見合いタイム。各テーブル笑顔で話が盛り上がっていたようで、
１テーブル５分のタイムリミットが来ても中々席を立たない組もあったくらいでした。それでも７テーブ
ルありましたので終了時には皆さんお疲れ気味かと思いきや、もっと長い時間話したかったという意見が
出るほど盛り上がってきたところで、ここからが本番のフリータイムへと突入。フリータイムでは椅子を
外し中央テーブルを囲む立食スタイルをとりましたので、各自がそれぞれ気になる方とお話が出来たよう
に感じました。そしてあっという間のフリータイムが終了し、お気に入りの方を書いていただくリクエス
トカードを提出してもらい、集計の結果１組のカップルが成立いたしました。
　今回のミニ友愛の広場はカジュアルで明るく、参加者も設営側も楽しめるような友愛の広場をめざし
企画をしてきました。参加者アンケートの結果で「本日のパーティーの全体的な雰囲気はいかがでした
か？」の問いに、大満足６名、やや満足８名、普通12名、やや不満・不満０ということでその意図は大
筋参加者の皆様に伝わったのではないかと感じました。
　第１回ミニ友愛の広場開催にあたりましては、参加者の背中を押していただいたロータリアンやコー
ディネーターの方々のお力があって無事開催できた事と感じております。ご協力を頂きました全ての皆さ
まに感謝を申し上げご報告とさせて頂きます。

※掲載写真はプライバシー保護の為加工してあります。

ブライダル委員長

　大塚　崇行（上尾RC）
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第６グループ　春日部南RC

「我がクラブ」第６グループ
春日部南ロータリークラブの紹介

　私たち春日部南ＲＣでは、地域に根ざした社会奉仕事業を４つ、内１つは年２回開催しています。
　まず、今年で21回目を迎える「春日部市内高等学校野球大会」。15年目を迎える埼玉県の事業「川の
国応援団」（年２回）。そして、春日部市コミュニティ推進協議会主催の古利根清掃、さらに、南ＲＣが
携わって２年目を迎える「春日部藤まつりチャリティイベント」です。高校野球は、市内５つの高校球児
の健全育成と技術のレベルアップ及び世界に羽ばたける様な人材育成と地域の活性化を目標に事業展開し
ております。毎年球児や球児のご家族、地域の高校野球ファンの皆様から多くの感動を頂いております。
来場者も年々増え7,000人を越えるまでになりました。川の国応援団事業は、古利根川の清掃事業で、一
年一年の積み重ねもあって、ゴミの量が格段に減ってきています。春日部藤まつりは来場者15万人とも
言われ、会場になる藤通りの取を勤める我が南ＲＣ。春日部ＪＣから引き継いで２年目を迎える。今年は
ＩＭも同時開催で考えている。
　国際奉仕はタイのメイチャンＲＣとの交流事業とアカ族に対する支援活動です。地区補助金等を使い、
パソコン（10台）、プロジェクター等の寄贈、アカ族の子供たちが通う学校のトイレの建築等です。ま
た、青少年交換学生（派遣：田村真弓（共栄高校）、受け入れ：アドリアナ・セオドラ・ニコレスク
（オーストリア））や米山奨学生（斉　興家（中国））の支援も行っております。第６グループガバナー
補佐海老原秀典を輩出しＩＭ及び第６グループゴルフ大会の主管、開催。毎年アクティブに事業展開して
います。平均年齢53歳、若、壮、ベテランとバランスの取れた元気で楽しいクラブです。
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「我がクラブ」第８グループ
越谷東ロータリークラブの紹介

幹事

山﨑　勝己（越谷東RC）
１.クラブテーマ
　明るく、楽しく、前向きに

２.社会奉仕活動（継続事業）
　越谷市高校野球大会
　�　�　当クラブは、青少年育成を目的として、毎年11月

に越谷市内（松伏高校を含む）９校の高校を対象とし
た、高校野球大会を今年度で16回を迎える継続事業
として行っております。昨年は、越谷東ロータリーク
ラブ創立30周年記念を記念して、優勝旗を寄贈する
ことが出来ました。

　越谷市民まつり
　　※交通安全パレードを主催者団体と運営、参加を毎年行っております。
　　※�交通遺児チャリティーを目的として、大道芸イベントを越谷東高校のインターアクトの皆さんと協

力し毎年行っております。募金は、埼玉県交通遺児に寄贈しております。
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2017～ 2018年度クラブ直前会長

　孫
そん

　鈺
ぎょく

婕
しょう

（所属世話クラブ：共栄大学ローターアクトクラブ）

学友の窓

活動①大凧あげまつり

　大凧あげまつりは江戸川河川敷で、毎年５月
の３日と５日に開催されます。この時に揚げる
凧は、和紙と竹で３カ月もかけて大凧文化保存
会の会員によって作られます。まず大凧を前に、
その年に初節句を迎える子どもたちの健康と幸
福な成長を願う儀式が行われ、その後、上若と
下若がそれぞれの大凧を揚げます。大凧を揚げ
るのは百数十人。江戸川河川敷を埋めた人々が
見守る中、大凧が空へ舞い揚がります。毎年、
私たちは提唱クラブの春日部ロータリークラブ
とともに、支援しています。

活動②自然はっけん塾

　自然はっけん塾は子供向け、毎月１回の程度で、自然を発見する、自然を感じる事を目的とした活動で
す。川久保公園において、冬鳥の足跡を取り、虫を捕り、という活動が行われています。または室内でた
ねの模型作り、羽子板作りなどの活動も行われています。時々、石川市長他多くの関係者の参加をいただ
き、実施しています。
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ローターアクト委員長

　井上　亮
（幸手中央ロータリークラブ）

学友の窓

9月10日アクトの日

　９月10日の数字を読むと、ク・ト　で、それにアをつけて、アクトの日という語呂合わせです。今年
は、昨年に引き続き、大宮駅周辺の清掃活動を行うことになりました。
　９月10日（日）９時に、大宮駅前の豆の木に集合し、総勢44名参加しました。ローターアクターだけ
でなく、米山奨学生、ローテックス、ロータリアンも参加いただき、ありがとうございました。
　大宮駅前から、５グループに分かれて、それぞれのルートで清掃活動開始。我々第1グループは、椎名
直前地区代表と一緒に行動。大宮駅東口を出て、すぐに左折し、大栄橋を右折。氷川神社の参道に入り、
大宮公園の大時計のところまでの１時間半のルートでした。天気は、快晴。太陽が降り注ぎ、30度近く
の暑さの中、汗をかきながらの清掃活動となりました。若者たちは、植え込みの中、または、看板が置か
れている裏に回って、ごみをたくさん拾ってきました。土に還元できないプラスチック、ビニールのごみ
も多くみられました。見えないところならどこに捨ててもいいや、という捨てる人の悪意が感じられ、い
やな思いもしました。
　参加者は、ほとんどが若者。ボランティア活動に関
心がない若者が多いのにもかかわらず、多くの若者が
黙々とごみ拾いに参加しているのに感動しました。と
いう私も、１年半前は、ローターアクト活動をよく知
りませんでした。
　今後とも、ローターアクターとして、活動を続けて
まいります。ロータリアンの方も、ローターアクトの
活動をご理解いただき、是非、地区のローターアクト
の行事に参加ください。
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淑徳与野高校

　島嵜　紋華
（所属世話クラブ：さいたま中央ロータリークラブ）

学友の窓

素敵な思い出

　私は今回の韓国研修は２回目の参加でした。機会に恵まれ２
回も韓国研修に参加できたことを心より感謝しています。
　今回の研修でも印象的だったのはやはり現地の高校生との交
流でした。積極的に話しかけてくれたのがとても嬉しかったで
す。２日目の交流会では私たちはソーラン節を披露しましたが
「かっこよかった」など声をかけてくれました。交流会でダン
スを披露してくれた現地の女子高生やテコンドーの迫力には毎回圧倒されました。とても楽しい時間を過
ごすことができました。４日目の高校訪問では昨年にも訪問した三一高校に訪問しました。そこでは昨年
にペアを組み一緒に授業を受け、日本に帰ってきてからも連絡を取っていた子と再会することもできまし
た。皆で給食を食べミニゲームをしました。交流の幅が一層広がりました。どの瞬間も素敵な思い出です。
　今回のホームステイは６人でしました。昨年は２人でホームステイをしたので初めてのことでしたが皆
で楽しく過ごすことが出来ました。車にはいつも乗り切れずぎゅうぎゅうで乗るか２台に乗りました。６
人もホームステイを受け入れてくれたキム家にとても感謝しています。６人でお揃いのアンティークの時
計をもらいました。大切に使っていきたいと思います。
　最後に先生方､ロータリーの方々､今回の研修に関わってくださった全ての人に感謝します｡本当に素敵
な思い出でした｡有難うございました｡

会長

　名倉　勇（吉川中央RC）

吉川中央ロータリークラブ加盟認証　ご挨拶

　「ロータリーのグローバルコミュニテイーへ、ようこそ。2017年９月14日をもって加盟認証された貴
クラブの創立会長に選ばれたことを心よりお祝い申し上げます」と国際ロータリー日本事務局より心待ち
にしていたメールが届きました。第10グループ宇田川初夫ガバナー補佐をアドバイザーとして地区内74
番目のクラブとしてスタート致します。これも偏に大貫等ガバナーをはじめ多くの皆様のご助力のお蔭様
と深く感謝申し上げます。「心やすらぐ例会：あらたな奉仕」をクラブ目標に掲げ、20名の会員と共に
活動してまいる所存です。今後とも、ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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　７月20日 大貫　等ガバナー、海老原秀典ガバナー補佐を
お迎えして公式訪問例会をフラールガーデン春日部にて開催
致しました。例会前の懇談会では会長・幹事・次年度会長を
交え、特に会員増強についてご指導頂き、勉強させて頂きま
した。例会ではＲＩの方針を非常にわかり易くまた、感動す
る話などを盛り込んだ卓話をして頂きました。クラブ協議会
では、各委員長の年度計画方針発表でいろいろな難問や疑義
に対しても的確なご指導とご助言を賜りました。また、海老
原秀典ガバナー補佐の講評を頂きクラブ会員共に、今後春日
部西クラブが発展できる一日となりました事、深く感謝申し
上げます。

　７月25日（火）大貫ガバナー・原ガバナー補佐・田邊地区
副幹事・加藤ガバナー補佐幹事をお迎えして越谷産業会館にて
ガバナー公式訪問が開催されました。
　会長・幹事懇談会後の例会では３名の新会員の入会式をガバ
ナーによるバッジ授与「ＲＩテーマと地区運営」という卓話を
頂いた後、クラブ協議会を開催しました。卓話はＲＩテーマを
踏まえつつ、理解しやすい様に懇切丁寧にお話くださいました。
クラブ協議会の中でも各委員会に的確なご指導を頂きました。
今後のクラブ運営に大いに生かしていきたいと思います。
　熱意溢れるご指導を頂いた大貫ガバナー・原ガバナー補佐に深く感謝申し上げます。

公式訪問ご報告

春日部西ロータリークラブ 平成２９年７月２０日　

会長：大東　悦巳／幹事：千葉　和枝

越谷ロータリークラブ 平成２９年７月２５日　

会長：安濃　和正／幹事：吉澤　行雄

ＧＯＶＥＲＮＯＲ’Ｓ　ＭＯＮＴＨＬＹ　ＬＥＴＴＥＲ №４
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春日部南ロータリークラブ 平成２９年７月２６日　

会長：田口　浩／幹事：鈴木　勝敏

戸田西ロータリークラブ 平成２９年７月２７日　

会長：山崎　雅俊／幹事：村田　実

　７月26日第６グループ春日部南ＲＣの公式訪問が開催されました。大貫ガバナーには、朝11時からの
懇談会に始まり、ガバナー公式訪問例会、クラブ協議会、懇親会までご出席いただきました。ガバナーか
らは沢山のアドバイスと沢山のお褒めの言葉を頂きました。各委員長をはじめ、メンバー一同が大貫ガバ
ナーから元気を頂き、25周年とＩＭに向け「新たな行動、新たな感動」で勢いのある楽しい「元気が一
番！！」な春日部南ＲＣにしてまいります。大貫ガバナー、海老原ガバナー補佐、田邉地区副幹事、野口
ガバナー補佐幹事、本当にありがとうございました。

　大貫ガバナー、植野ガバナー補佐をお迎えしガバナー公式訪問が行われましたことを心より感謝申し上
げます。この日、新入会員熊木将広君、林冬彦君２名の入会式ができ２名にとっては思い出に残る公式訪
問となりました。
　全ての会員がロータリーライフに夢希望を託し精進して参りたく思います。
　最後に大貫ガバナーのご活躍をご祈念申し上げます。

戸田イブニングロータリークラブ 平成２９年７月２７日　

会長：萩原　達也／幹事：庭野　努

　2017年７月27日、大貫等ガバナー、植野正裕ガバナー補佐を
お迎えし公式訪問が開催されました。卓話では、大貫ガバナーご
自身の人柄をご紹介いただき又、協議会では深いロータリー知識
に基づいたご指導を頂きました。
　会員一同心より御礼申し上げます。スタートしたばかりの今年
度ですがご活躍をお祈り申し上げます。
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大口寄付49,729.9$

井橋吉一
（越谷）

平成29年7月28日

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

大口寄付 1,169,840.09$

田中作次
（八潮）

平成29年8月29日

大口寄付 ベネファクター
35,173.63$

那須野長三
（川口）

平成29年8月29日

M・P・H・F（3）

丹田益生
（越谷）

平成29年7月28日

大口寄付 13,100$

森　仁三
（越谷）

平成29年7月28日

大口寄付 14,000$

中島美三郎
（越谷）

平成29年7月28日

大口寄付 ベネファクター
13,000$

本橋敏男
（蓮田）

平成29年8月25日

P・H・F

大山佳伸
（八潮）

平成29年7月25日

M・P・H・F（2）

田中政司
（蓮田）

平成29年8月25日

M・P・H・F（4）

江原武男
（越谷）

平成29年7月28日

M・P・H・F（1）

納口俊道
（川口中央）

平成29年8月28日

M・P・H・F（1）

栗原　均
（蓮田）

平成29年8月25日

M・P・H・F（1）

澤田裕二
（越谷）

平成29年7月28日

大口寄付 11,000$

波多野勝治
（蓮田）

平成29年8月25日

M・P・H・F（8）

長島良亮
（浦和）

平成29年6月30日

M・P・H・F（7）

三輪俊行
（春日部西）

平成29年8月21日

大口寄付 12,000$

桃木俊郎
（越谷）

平成29年7月28日

大口寄付 11,089$

細淵雅邦
（浦和）

平成29年8月14日

M・P・H・F（2）

中村謙治
（越谷）

平成29年7月20日

M・P・H・F（1）

岩崎一隆
（蓮田）

平成29年8月25日

M・P・H・F（3）

蓮見典史
（越谷）

平成29年7月28日

P・H・F

宇田川幸希
（川口シティ鳩ケ谷）
平成29年8月27日

P・H・F

倉持俊朗
（三郷ウエンズデー）
平成29年8月24日
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米
山
奨
学
会

米
山
奨
学
会

米山功労者メジャードナー（12）

大久保守善
（三郷ウエンズデー）
平成29年8月24日

米山功労者メジャードナー（12）

島根常二
（越谷東）

平成29年8月23日

米山功労者メジャードナー（21）

高木俊二
（大宮シティ）

平成29年8月22日

米山功労者メジャードナー（30）

石井　治
（春日部）

平成29年9月6日

米山功労者メジャードナー（19）

井橋吉一
（越谷）

平成28年7月28日

米山功労者メジャードナー（18）

中島美三郎
（越谷）

平成29年7月28日

米山功労者マルチプル（4）

佐藤隆行
（大宮シティ）

平成29年8月22日

米山功労者マルチプル（8）

熊井初雄
（鳩ケ谷）

平成29年8月4日

米山功労者マルチプル（3）

丹田益生
（越谷）

平成29年7月28日

米山功労者マルチプル（8）

本田　守
（上尾西）

平成29年8月30日

米山功労者マルチプル（7）

斎藤　勝
（八潮）

平成29年7月25日

米山功労者メジャードナー（12）

林　　正
（大宮西）

平成29年8月29日

米山功労者マルチプル（7）

小川和信
（大宮）

平成29年8月30日

米山功労者メジャードナー（12）

大瀧榮壽
（大宮）

平成29年8月31日

米山功労者マルチプル（5）

蓮見典史
（越谷）

平成29年7月28日

米山功労者メジャードナー（11）

森　仁三
（越谷）

平成28年7月28日

米山功労者マルチプル（5）

木本栄一
（大宮西）

平成29年8月25日

米山功労者メジャードナー（10）

桃木俊郎
（越谷）

平成29年7月28日

米山功労者マルチプル（7）

吉田耕之
（大宮シティ）

平成29年8月22日

米山功労者メジャードナー（12）

島村　健
（上尾）

平成29年8月24日

米山功労者マルチプル（2）

吉澤行雄
（越谷）

平成29年7月28日

米山功労者マルチプル（2）

倉持俊朗
（三郷ウエンズデー）
平成29年8月24日

準米山功労法人

(有)アイビス
（八潮）

平成29年8月29日

米山特別功労法人

(有)坂仁　恵川一成
（大宮シティ）

平成29年8月22日

米山特別功労法人

八潮環境事業協同組合
（八潮）

平成29年8月29日

米山功労者

川田祐弘
（大宮シティ）

平成29年8月22日

米山功労者マルチプル（2）

中村謙治
（越谷）

平成29年7月28日

№４ ＧＯＶＥＲＮＯＲ’Ｓ　ＭＯＮＴＨＬＹ　ＬＥＴＴＥＲ

16



佐 藤 　 恵
（浦和ダイヤモンド）
平成29年8月1日入会

㈱ボイスクリエーション　シュクル
教育

櫻 井 一 光
（大宮西）

平成29年9月4日入会
司法書士　土地家屋調査士　櫻井光一事務所

専門サービス業

田 中 朋 之
（三郷中央）

平成29年7月4日入会
㈲クローバー f・l

保険業

髙 橋 保 央
（川口東）

平成29年8月29日入会
㈱ティー・ケー・ケー
エクステリア製品製造業

近 藤 泰 幸
（浦和北）

平成29年8月9日入会
ソニー生命保険㈱
金融業（生命保険）

新
会
員

新
会
員

丸 田 麻 子
（さいたま新都心）
平成29年8月7日入会

丸田税務会計事務所
税務会計

岡 本 晃 吉
（春日部西）

平成29年8月3日入会
日本生命保険相互会社　埼玉東支社

保険業

鈴 木 庶 夫
（大宮西）

平成29年9月4日入会
リアルコモン㈱

不動産業

町 田 成 司
（川口中央）

平成29年8月7日入会
都ローラー工業㈱

ゴム加工業

矢 崎 直 良
（大宮）

平成29年8月9日入会
㈱信濃屋

日本茶・海苔卸小売業

牧内　操 様
（鳩ケ谷）

平成29年8月23日
享年 88 歳

訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。

白田善次郎 様
（幸手）

平成29年8月25日
享年 91 歳

訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。

細渕力一 様
（浦和南）

平成29年8月29日
享年 76 歳

訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。

文　庫　通　信（360号）
http://www.rotary-bunko.gr.jp

ロータリー資料より
◎「米山先生と和田家の父母そして兄」　　神崎正陳　米山梅吉記念館　2017　6p　（館報 Vol.30）
◎「ポール・ハリスはフリーメーソンだった」　　塚原房樹　2016　2p　（D.2510 月信）
◎「ロータリーへの道　私達のポール・ハリス研究」　　西宮夙川 R.C.　1996　58p
◎「ロータリーの歴史年表 (2017 年 8 月改訂版）」　　諏訪昭登　2017　10p
◎「ロータリー歴史探訪」　　田中 毅　〔2004〕　131p
◎「ロータリーの向かう所」　　斎藤直美　2017　3p
　　（D.2830 地区大会記録誌）
◎「２つの奉仕理念と実践活動」　　石井良昌　2017　7p
　　（D.2670 地区大会記録）
◎「ロータリーにはなぜ高潔性 Integrity が必要？」　　刀根荘兵衛
　　2017　3p　（D.2650 月信）
◎「ロータリーの心を学ぶ」　　富田英壽　2017　3p　（D.2700 月信）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔上記申込先：ロータリー文庫〕

ロータリー文庫
〒 105―0011 東京都港区芝公園 2―6―15

黒龍芝公園ビル 3 階
TEL（03)3433-6456
FAX（03)3459-7506

http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前 10 時～午後 5 時

休館＝土・日・祝祭日
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2017年9⽉号
発⾏：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第２ゾーン担当

新しい年度が始まりもう２ケ月。私の仕事はゾーン１．２．３の各種コーディネーターの皆様と力を合わせて会員増強の
ために動くことです。GEの皆様にお願いしたい事を以下にまとめました。

①名門クラブと歴史あるクラブの皆様にロータリーの矜持を維持し、よりクラブ運営を強化して頂くこと。

②いつの間にか（多分ここ10～15年の間に）30人未満のクラブになってしまった我がクラブを町おこしの中心クラブに
なっていただくためにクラブのビジョン声明を3年以内に作っていただくこと。

③分区（地域の線引きによる区分）を越えて1分区あるいは2分区から3分区で一つのクラブを新しく作っていただくこと。

等を提案申し上げたいと思います。2017-18年度は準備期間、2018-19年度、20年度は立ち上げ期として用意されるこ
とをお勧めします。日本のメンバー10万人の復活を夢見ています。

国際ロータリー理事 斎藤 直美

Zones 1 & 2 & 3

行動をもって「公共イメージと認知度の向上」を推進しましょう

イアンＨ．Ｓ．ライズリーＲＩ会長は、「ロータリーとは何ですか？」という問いに「自らの〝行動
〟によって答えましょう」と述べました。ロータリーの「公共イメージと認知度の向上」への取り
組みにおいても、〝ロータリアンの行動する姿〟を見てもらうのが一番効果的であると実感し
ております。
私の所属する第2780地区横須賀ロータリークラブ（神奈川県）では、10年前より毎年
「10,000メートルプロムナードクリーン作戦」を開催しています。地域の清掃ボランティア活動
ですが、今年は3月12日の日曜日に実施。横須賀市に拠点を置く6つのロータリークラブ、
ローターアクト、ボーイスカウト、6高校から総勢621名の参加がございました。この621名が6
つの出発点に別れて一斉にスタート、清掃活動をしながら市民と触れ合いながらゴール地
点である横須賀港湾岸緑地である「海辺つり公園」を目指しました。清掃活動をする私達の
行動を、昇り旗のロータリーの文字を、キャップについたロータリーのロゴをいったい、何千
人、何万人の市民が見たことでしょう。
私自身もこの活動をしていて、多くの市民の方と触れ合ったり、挨拶をしたり、そして人の目
に触れている事を実感致します。人間の五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚）の内、最も情
報摂取量が多いのは全体の87%を占める〝視覚〟なのです。「ロレックス」は世界的一流の
時計ブランドですが、「ロレックス」というと皆様はすぐに「腕時計」をイメージされるでしょう。

何故でしょうか? 腕時計は〝行動〟する人の腕にあるからです。つまり〝行動性〟があ
るので、他人の目に触れる機会が多いのです。一方、壁掛け時計は自宅の壁に固定されて
いるため、他人の目に触れる機会が少ないのです。私達は行動する事によって、そしてその
姿をより多くの人に見てもらう事によって「公共イメージと認知度の向上」を推進して参りたい
と存じます。

第２ゾーン ロータリー公共イメージコーディネーター 渡辺 治夫

第２７８０地区横須賀
RC「10,000メートルプ
ロムナードグリーン作
戦」に参加した横須賀
市を拠点とした６ロー
タリークラブ、ローター
アクト、ボーイスカウト、
６高校からの６２１名の
参加者

ロータリーの中核的価値観について

世界の変化にロータリーが追いついていく必要を認めたのは、2015年10月のRI理事会・
財団管理委員会でした。時の流れの速い現代社会では、ロータリーの競合団体が数多く作
り出され、ロータリーの特色が薄れ、会員のメリット、価値を実感できなくなっています。再び
他の団体と異なる輝ける団体で存続するためには、ビジョンを持ち続けることです。そして自
分たちのアイデンティティであるロータリアン其々が持っている共通の価値観、すなわち親
睦・高潔性・多様性・奉仕・リーダーシップの５つの中核的価値観を意識して行動することで
す。
ロータリーが初めて創られたのはお互い正直に語り合える楽しい仲間を作ること、つまり親

睦からでした。そして己の利益だけでなく、人に良いことをする、いわゆる利他の心が奉仕に
なりました。それは自分を律し、品格を高めることとなり、高潔性を生み出しました。いろんな
会員が増えることで寛容を必要として、多様性を育みました。ロータリアン一人ひとりが職業・
地域社会のリーダーであることの自覚が必要となってきました。しかしロータリーのリーダー
シップは支配型（牽引型）リーダーシップではなく、目標に向かって進む仲間を応援すること
です。管理・命令といった上から目線で指導する従来のリーダーと異なり、相手に対する思
いやりや奉仕の精神を常に置くことが特徴です。トップダウンの一方通行でなく対話型の
リーダーシップです。これをサーバント・リーダーと呼ばれています。利他を意識し、組織を
己の力で支配しようとしないサーバント・リーダーは組織に強い絆をもたらします。ロータリー
ならず一般企業でも新しいリーダー像として信頼され用いられています。
この名称を作ったアメリカのロバート・グリーンリーフは「リーダーである人はまず相手に奉仕
し、その後相手を導く」と著書にサーバント・リーダーについて書き残しています。

第２ゾーン ロータリーコーディネーター 田中 正規

ロータリーの
中核的価値観

奉仕 （Service）
親睦 （Fellowship）
多様性 （Diversity）
高潔性 （Integrity）
リーダーシップ

（Leadership）

写真または

上記写真の説明
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2017年10⽉号
発⾏：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第1ゾーン担当

「コーディネーターニュース」が今年度も発刊されることに関係者の皆様に心よりの敬意と感謝を申し上げます。
元よりロータリー活動は会員の皆様の熱意に因るところが基本であります。このコーディネーターニュースを通

じて国際ロータリーの現状の最新ニュースが届けられることと思います。

私はこの７月より国際ロータリー理事を拝命しましたが、何分浅学非才でありますので、皆様方のご指導をお願

いする次第です。国際ロータリー理事として、斎藤理事と共に、日本のロータリーが世界から乖離しないように努

めるのが責務と考えております。ロータリーコーディネーター並びにコーディネーター補佐の皆様は、会員の皆様

と国際ロータリーとの最前線の接点であると思います。このコーディネーターニュースをご活用されますことを祈

念致します。

今、世界は全ての分野で「変革」がキーワードです。ロータリーも同様です。変わることを楽しむのが成熟とい

うのではないかと考えるようにしております。 国際ロータリー理事 石黒慶一

Zones 1 & 2 & 3

クラブの後継者を育成しましょう

左のグラフは同じ都市のほぼ同じ時期に創立した２
つのクラブをMy Rotaryのデーターから年齢別会員数
の比較をしたものです。当初の会員数は同じくらいで
推移しておりましたが創立３０年目位から少しずつ会
員数に変化が見られるようになりました。
さて、このグラフからどんなことが連想されるで

しょうか？５年後、１０年後を想像してみましょう。
Aクラブの会員は大変仲が良く、クラブの運営には

満足しているようです。
皆さんならAクラブにどんなアドバイスをされるで

しょうか？
ヒントとしては「柔軟なクラブの運営」として例会

スケジュールの変更、例会形式の多様化、出席要件の
緩和、異なる会員種類の提供などがあります。
さらに、衛星クラブの導入により、現クラブとの差

別化をしてハードル下げたクラブを提供することもで
きるでしょう。今月号で石黒慶一理事は『変わること
を楽しむのが成熟というのではないか』と述べており
ます。「変える」勇気が必要ではないでしょうか？

第１ゾーン RC 酒井正人

公共イメージと認知度の向上＝世間の方々に良いイメージで認められる

公共イメージと認知度の向上とは「世間の方々にロータリーを良い印象で知って頂
く」事です。そして、世間の方々はロータリー（又はロータリアン）がどんな旨い事
を言っても、云っている事よりもロータリアンの行動を見て判断します。
つまり、ロータリアンの日頃の行動が一番大切です。これは大変だ！常に見張られ

ているのだろうか？そんな心配は無用です。第一、四六時中人の目を気にしなければ
ならないなんて、そんな緊張は持続できません。普通に行動すればよいのです。
但し、次の事を忘れないでください。

「奉仕・親睦・多様性・高潔性・指導力」つまり中核的価値観と云われている5項目。
「中核的価値観」とは難しい言葉ですネ。 我々の「行動規範」と受け留めましょう。
行動規範を念頭に置いて活き活きと輝いた行動をとりましょう。

又、日頃からロータリー活動だけに偏らないで、地域や広域の業界活動に参加し
ましょう。又、地域自治会や消防団、交通安全協会活動にも参加しましょう。これら
の活動に参加すること自体が（地域社会）奉仕活動です。地域の奉仕活動には加わら
ないで、「私は日頃から奉仕活動を行っている。」と言っても、通用しないでしょう。
地域の経済活動、すなわち地元商工会や商工会議所活動、法人会や労働基準協会等

にも、お誘いが有れば加わりましょう。お誘いがないのにこちらから売り込むのはお
かしいですが、お誘いが有ったら協力しましょう。
ロータリー活動に一所懸命になって居て、「私はロータリーが忙しいので、他の会

の活動は出来ません。」等と云う事は間違っても言わない様にしましょう。
その様に心掛ければ、世間の方々のロータリー（ロータリアン）に対する評価は、
必ずや上がる事でしょう。 第1ゾーン RPIC 鈴木秀憲

A B
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グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2017年

7月1日現在
当月末
会員数

増
　
減

目
標
純
増

通
算
入
会

当月

出席率内女性 内女性

第
一
グ
ル
ー
プ

浦 和 115 1 115 1 0 3 0 90.98 

浦 和 東 91 11 93 11 2 3 2 94.10 

浦 和 南 27 3 28 3 1 3 1 93.83 

浦 和 中 49 3 50 3 1 6 1 75.91 

浦和ダイヤモンド 20 4 21 5 1 3 1 96.25 

第1グループ計 302 22 307 23 5 18 5 90.21 

第
二
グ
ル
ー
プ

浦 和 北 80 7 82 7 2 8 2 77.25 

さいたま中央 44 2 45 2 1 5 2 80.00 

さいたまシティ 19 2 19 2 0 3 0 80.26 

浦 和 北 東 39 4 39 4 0 3 0 79.48 

さいたま新都心 39 0 41 1 2 3 2 90.24 

第2グループ計 221 15 226 16 5 22 6 81.45 

第
三
グ
ル
ー
プ

大 宮 67 2 73 2 6 5 6 73.78 

大 宮 南 41 8 42 8 1 8 1 68.30 

大 宮 中 央 53 0 53 0 0 6 0 85.38 

大 宮 シ テ ィ 74 7 74 7 0 8 0 74.63 

さ い た ま 欅 25 2 24 1 -1 3 0 81.00 

さいたま大空 15 6 16 6 1 2 1 73.34 

第3グループ計 275 25 282 24 7 32 8 76.62 

第
四
グ
ル
ー
プ

大 宮 西 108 7 114 6 6 10 7 77.58 

岩 槻 23 2 23 2 0 5 0 81.52 

大 宮 北 19 1 20 1 1 3 1 75.00 

大 宮 東 45 0 45 0 0 5 0 90.55 

岩 槻 東 27 3 29 5 2 3 4 88.88 

大 宮 北 東 15 2 15 2 0 2 0 85.33 

第4グループ計 237 15 246 16 9 28 12 83.14 

第
五
グ
ル
ー
プ

上 尾 36 0 36 0 0 3 0 93.06 

鴻 巣 23 3 27 3 4 5 4 83.33 

桶 川 20 0 22 0 2 5 2 80.96 

上 尾 西 43 0 43 0 0 3 0 90.24 

北 本 5 0 5 0 0 3 0 85.00 

上 尾 北 26 0 26 0 0 2 0 85.32 

鴻 巣 水 曜 32 1 33 1 1 5 1 82.57 

桶川イブニング 19 1 19 1 0 2 0 76.31 

第5グループ計 204 5 211 5 7 28 7 84.60 

第
六
グ
ル
ー
プ

春 日 部 35 1 34 1 -1 5 0 83.50 

杉 戸 42 1 45 2 3 5 3 73.89 

春 日 部 西 30 1 32 1 2 5 2 73.43 

庄 和 19 1 19 1 0 3 0 69.73 

春 日 部 南 32 2 33 2 1 5 1 82.22 

春日部イブニング 25 1 25 1 0 5 0 85.33 

第6グループ計 183 7 188 8 5 28 6 78.02 

グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2017年

7月1日現在
当月末
会員数

増
　
減

目
標
純
増

通
算
入
会

当月

出席率内女性 内女性

第
七
グ
ル
ー
プ

幸 手 44 1 43 1 -1 3 0 87.78 

蓮 田 53 3 53 3 0 5 0 75.33 

久 喜 48 4 48 4 0 3 0 81.11 

栗 橋 8 0 8 0 0 2 0 90.47 

幸 手 中 央 23 1 24 1 1 3 1 75.00 

第7グループ計 176 9 176 9 0 16 1 81.94 

第
八
グ
ル
ー
プ

越 谷 96 4 99 4 3 4 3 80.86 

越 谷 南 48 3 49 3 1 3 1 95.79 

越 谷 北 52 3 53 3 1 3 1 81.80 

越 谷 東 46 3 47 3 1 3 1 81.72 

越 谷 中 19 1 20 2 1 2 1 93.40 

第8グループ計 261 14 268 15 7 15 7 86.71 

第
九
グ
ル
ー
プ

八 潮 33 3 33 3 0 3 0 90.35 

八潮イブニング 24 0 24 0 0 5 0 89.30 

草 加 中 央 14 0 7 0 -7 5 0 42.86 

八 潮 み ら い 24 0 24 0 0 6 0 79.17 

草 加 松 原 38 2 40 2 2 15 2 77.37 

第9グループ計 133 5 128 5 -5 34 2 75.81 

第
十
グ
ル
ー
プ

吉 川 16 0 17 0 1 3 1 93.33 

三 郷 33 4 33 4 0 5 0 77.19 

三 郷 中 央 19 1 19 1 0 3 1 76.67 

三郷ウェンズデー 24 3 24 3 0 2 0 88.54 

松 伏 14 3 15 3 1 3 1 97.66 

第10グループ計 106 11 108 11 2 16 3 86.68 

第
十
一
グ
ル
ー
プ

川 口 87 12 86 12 -1 5 1 69.02 

鳩 ヶ 谷 21 2 20 2 -1 3 0 78.33 

川 口 東 24 0 25 0 1 3 1 70.36 

川口/鳩ヶ谷武南 23 2 25 2 2 3 2 88.89 

川 口 モ ー ニ ン グ 25 2 25 2 0 5 0 92.00 

川 口 南 35 6 35 6 0 3 0 71.77 

川口シティ鳩ヶ谷 14 1 15 1 1 2 1 90.45 

埼 玉 ゆ ず 10 10 10 10 0 2 0 70.00 

第11グループ計 239 35 241 35 2 26 5 78.85 

第
十
二
グ
ル
ー
プ

戸 田 54 5 55 5 1 4 2 81.84 

蕨 19 2 20 2 1 3 1 77.76 

川 口 西 28 6 28 6 0 3 0 72.80 

戸 田 西 21 1 23 1 2 2 2 91.72 

川 口 北 20 0 20 0 0 5 0 69.98 

川 口 北 東 15 2 15 2 0 2 0 76.92 

川 口 中 央 10 1 11 1 1 2 1 100.00 

川口むさし野 14 2 14 2 0 1 0 90.00 

戸田イブニング 18 1 18 1 0 4 0 68.51 

第12グループ計 199 20 204 20 5 26 6 81.06 

地 区 合 計 2536 183 2585 187 49 289 68 81.84 

 2017～2018年度　　　　　会員数及び出席率報告８月


